
９月１４日（土）に、電機労働者懇

談会の第３７回総会が、東京都南部労

政会館にて開催されました。主催者挨

拶は今井代表（Ｐ２）、来賓として電

機･情報ユニオンの米田委員長（Ｐ２）

より連帯の挨拶がありました。また、

全労連（Ｐ３）・労働総研（Ｐ３）・

共産党中央委員会（Ｐ３）より連帯の

メッセージが寄せられました。

総会には、日立・沖電気・ＮＥＣ・ルネサス・東

芝・サンケン・三菱など１２企業２５職場から、

４０名が参加しました。会場の出席は１８人で、

スカイプ中継は、２２人でした。

谷口事務局長は、病気療養中で入院されたので、

窪事務局員が「総会議案書」の内容を提案しまし

た。活動報告では、２４春闘での取り組みとして、

要求アンケート葉書の配布と回収、「電機のつど

い」の開催、春闘統一ビラの配布活動が報告され

ました。第６回電機リストラ反撃交流集会では、

東芝・岩通・オムロンでのリストラとの闘いが報

告されました。ルネサスの「指名解雇」リストラ

への闘いの取り組みもありました。ルネサス懇で

は、連日リストラを批判する「ＷＥＢ」ビラを８

号までＨＰに掲載し、労働者を励ましました。Ｎ

ＥＣ懇では、ジョブ型導入は春闘破壊につながる

として、「ＥＬＩＣＮＥＣ」で批判してきました。

その結果、電機の統一闘争に留まらせることがで

きました。日立労組本部への要請行動では、６５

歳以降の雇用継続、ジョブ型の問題点、春闘での

マイナス要求の見直しなどを申し入れました。株

主総会での取り組みでは、日立では「あらゆる差

別、差別につながる行為は会社として容認してい

ない」との回答を得ることができました。共同行

動の取り組みでは、「電機情報産業団体への要請

行動」「２４春闘金属労働者のつどい」「三団体

共同要請行動」に参加しました。 情勢では、円

安による物価高騰で国民の生活が破壊される一方

で、株式バブルが発生し、日本経済の歪みが拡大

しています。実質賃金が下がり続けるだけでなく、

労働分配率も６０年以来過去最低水準になってい

ます。２４春闘では、大幅な賃上げを獲得したと

されていますが、電機の職場では格差賃金の拡大

が問題になっています。また、「ジョブが無くなっ

たから解雇」するジョブ型解雇が、ルネサスやオ

ムロンなどで広がっています。活動方針では、２

５春闘へのアンケート調査で、電機で広がる「格

差実態調査」を取り入れます。処遇制度改悪や

「ニセジョブ型雇用」を許さず、雇用延長制度の

改善に取り組み

ます。

総会では、１

２名が討論に参

加し、職場での

取り組み、リス

トラとの闘い、

処遇制度改悪と

の闘いなどの発

言がありました。
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